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今
日
か
ら
数
え
て
、
あ
と
一
週
間
で
主
人

が
遠
く
へ
旅
立
っ
て
か
ら

一
年
に
な
り
ま
す
。

無
我
夢
中
で
、
暮
ら
し
た

一
年
で
し
た
。
あ

の
日
の
朝
の
出
来
事
は
、
も
う
思
い
出
し
た

く
な
い
の
で
す
。

人

一
倍
責
任
感
の
強
い
主
人
で
し
た
。
あ

の
朝
も
、
夕
方
サ
ン
マ
漁
か
ら
も
ど
り
、
船

の
冷
凍
機
が
あ
ま
り
調
子
が
良
く
な
い
と
の

こ
と
で
、
修
理
を
し
よ
う
と
思
い
出
掛
け
た

主
人
で
し
た
。
機
関
長
な
の
で
、
乗
組
員
が

皆
帰
っ
た
後
で
も
、
い
つ
も

一
人
で
残
っ
て

色
々
機
関
室
の
仕
事
を
し
て
い
た
様
で
す
。

せ
め
て
主
人
が

一
人
で
な
く
乗
組
員
の

一
人

で
も

一
緒
に
い
て
く
れ
た
ら
主
人
の
事
故
は

防
げ
た
の
で
は
：
：
：
：
と
思
い
ま
す
。
そ
ん
な

こ
と
も
今
で
は
叶
わ
ぬ
こ
と
で
す
。
唯
々
残

念
で
な
り
ま
せ
ん
。

主
人
は
私
が
一
一
一
一
う
の
も
行
き
過
ぎ
で
す
が
、

笹

保

谷

子

大
変
な
子
煩
悩
で
、

三
人
の
子
供
達
は
母
親

の
私
よ
り
主
人
の
方
が
ず
っ
と
好
き
で
し
た
。

そ
の
主
人
が
い
な
く
な
っ
て
か
ら
、
今
日
ま

で
の
一
年
間
自
分
で
も
解
ら
な
い
う
ち
に
過

き
た
様
に
も
思
わ
れ
ま
す
。
泣
い
て
い
る
気

力
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

三
人
の
子
供
を

抱
え
て
今
後
の
こ
と
を
考
、
え
る
と
泣
い
て
い

る
隙
な
ど
あ
り
ま
せ
ん
。

小
学
六
年
を
頭
に
小
学
二
年
と
三
歳
に
な

っ
た
ば
か
り
の
子
供
三
人
。

世
間
の
父
親
の

姿
を
見
る
に
つ
け
、
頭
の
中
は
自
分
達
の
父

の
姿
を
思
い
出
す
事
と
思
い
ま
す
。
そ
ん
な

時
少
し
で
も
父
親
の
愛
情
の
分
ま
で
は
行
か

な
く
と
も
、
何
十
分
の

一
で
も
愛
情
を
注
い

で
や
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま
だ
ま
だ

こ
れ
か
ら
父
親
を
必
要
と
す
る
年
頃
の
子
供

達
に
淋
し
い
思
い
を
さ
せ
な
い
様
：
：
：
：
ま
た
、

辛
い
事
も
ま
だ
ま
だ
沢
山
待
っ
て
い
る
と
思

（、

毎
日
飲
ん
で
い
ま
す
。
そ
、
7
ぃ、
7
姿
を

見
る
と
、
あ
ま
り
心
配
は
か
け
た
く
な
い
な

と
思
い
ま
す
。
私
は
ま
だ
学
校
通
い
だ
か
ら

お
金
も
沢
山
か
か
り
ま
す
。
は
っ
き
り
い
う

と
私
は
そ
れ
が
い
や
で
す
。
は
や
く
学
校
を

卒
業
し
て
社
会
に
出
て
働
き
た
い
で
す
。
そ

し
て
、
で
き
る
だ
け
母
に
楽
を
し
て
も
ら
い

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
私
に
と
っ
て
母
は

両
親
だ
か
ら
あ
ま
り
無
理
を
す
る
の
は
や
め

て
も
ら
い
た
い
で
す
。
だ
か
ら
そ
の
分
を
私

が
埋
め
れ
ば
楽
も
で
き
る
か
な
と
思
っ
て
い

ま
す
。

父
の
こ
と
に
触
れ
る
の
は
、
あ
ま
り
好
き

で
は
な
い
の
で
、
昔
か
ら
友
達
が
お
父
さ
ん

の
こ
と
を
話
し
始
め
る
と
、
私
は
話
題
を
変

え
て
き
ま
し
た
。
で
も
現
在
で
は
、
昔
の
よ

う
に
話
を
し
な
い
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

や
は
り
、
十
数
年
の
年
月
は
長
か
っ
た
の
だ

と
思
い
ま
す
。
で
も
、
何
年
た
っ
て
も
私
の

父
は
父
だ
け
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
・

そ
し
て
、
私
の
母
は
い
つ
ま
で
た
っ
て
も

私
に
と
っ
て
両
親
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
：
：
：
・
。

母
を
大
切
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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圭介くん

小6

将大くん

3歳

美穂ちゃん

小2

海
難
遺
児
育
英
会
事
務
を

担
当
し
て

作

宮

和

子

る
募
金
活
動
を
行
っ
て
い
る
の
を
は
じ
め
、

各
漁
協
で
も
記
念
行
事
が
開
催
さ
れ
る
と
き

に
は
こ
の
募
金
に
努
力
す
る
こ
と
が
通
例
の

よ
う
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
他
、
漁
船

の
新
造
船
祝
い
返
し
を
廃
止
し
た
り
、
い
わ

ゆ
る
「
新
生
活
運
動
」
の
一
環
と
し
て
の
応

募
が
定
着
し
て
お
り
ま
す
し
、
毎
年
開
催
さ

れ
る
北
海
道
漁
港
大
会
に
は
、
そ
の
地
区
漁

婦
連
が
担
当
し
て
募
金
活
動
を
行
い
、
広
く

市
町
村
の
方
々
に
も
協
力
を
い
た
だ
い
て
お

り
有
難
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

な
お
、
有
難
い
と
感
謝
し
て
い
る
応
募
の

例
を
紹
介
し
ま
す
と
、
或
る
造
船
所
で
は
昭

和
五
十
五
年
以
来
毎
年
送
金
し
て
頂
い
て
お

り
感
謝
状
も
不
要
と
の
こ
と
で
す
。

ま
た
、
亡
夫
が
永
年
船
舶
関
係
の
仕
事
を

し
て
い
た
関
係
で
、
漁
業
に
は
大
へ
ん
お
世

話
に
な
っ
た
上
、
こ
の
方
の
お
父
さ
ん
も
海

難
事
故
で
亡
く
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
遺

族
の
大
変
き
が
身
に
し
み
で
わ
か
る
と
の
こ

と
で
、
そ
の
ご
遺
族
か
ら
毎
年
送
金
し
て
い

た
だ
い
て
い
る
例
や
、
或
る
水
産
会
社
で
は
、

会
社
創
立
二
十
五
周
年
に
当
り
記
念
行
事
を

行
う
に
つ
い
て
社
員
の
意
志
を
ア
ン
ケ
ー
ト

し
た
と
こ
ろ
、
海
難
遺
児
育
英
会
に
応
募
す

る
こ
と
が
決
ま
り
、
社
員
の
総
意
に
よ
っ
て

送
金
を
い
た
だ
く
な
ど
心
暖
ま
る
善
意
の
募

金
が
多
く
、
有
難
く
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

漁
船
海
難
事
故
の
絶
滅
を
念
じ
な
が
ら
事

務
を
担
当
し
て
お
り
ま
す
が
、
今
後
は
遺
児

育
英
事
務
を
通
じ
て
何
か
と
遺
族
の
方
々
と

心
の
交
流
を
し
た
い
も
の
と
思
っ
て
お
り
ま

す。
こ
の
事
業
の
運
営
に
あ
た
っ
て
、
各
漁
協

の
事
務
規
当
者
の
方
々
の
ご
苦
労
に
は
感
謝

と
ご
同
情
を
申
し
上
げ
た
い
と
存
じ
ま
す
。

州
制
制
御
制
御

北
海
道
の
漁
業
は
、
北
の
荒
海
を
か
か
え
、

一
た
び
海
難
事
故
が
発
生
す
る
と
悲
惨
な
大

型
海
難
に
つ
な
が
る
可
能
性
が
強
い
。
し
か

も
乗
組
員
の
方
々
は
若
い
人
が
多
い
た
め
、

遣
さ
れ
た
お
母
さ
ん
に
と
っ
て
は
、
幼
い
子

供
達
を
抱
、
え
て
の
生
活
苦
と
の
闘
い
が
始
ま

る
訳
で
、
気
の
毒
な
環
境
に

一
変
し
て
し
ま

う
何
と
も
形
容
し
難
い
状
況
で
す
。

そ
う
し
た
な
か
で
、
た
と
え
少
額
で
も
、
遺

児
育
英
資
金
は
貴
重
な
生
活
資
金
で
あ
り
、

昭
和
五
十
四
年

一
月
十
五
日
、
浦
河
沖
で
い
ま
し
た
。
私

は

何

が

何

や

ら

分

か

ら

な

い

心

の

支

え

に

な

っ

て

い

る

よ

う

で

す

。

私
の
父
は
遭
難
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ

の

ま

ま

、

た

だ

兄

に

つ

ら

れ

て

泣

い

て

い

ま

し

本

道

の

募

金

活

動

は

、

殆

ん

ど

が

自

主

的

目
、
母
と
私
は
旅
行
先
か
ら
の
帰
宅
途
中
で
た
。
父
の

事

故

の

こ

と

を

知

り

、

ま

た

泣

い

で

、

募

金

計

画

の

北
海
道
枠
に

つ
い
て
も
、

し
た
。
隣
り
の
家
の
前
に
乗
車
し
て
い
た
バ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

漁
協
等
へ
の
割
り
当
て
は
行
わ
ず
、
善
意
に

ス

が

着

き

、

そ

の

パ

ス

か

ら

降

り

た

母

は

父

父

が

死

ん

て

し

ま

っ

て

か

ら

は

、

私

に

と

基

づ

い

た

も

の

ば

か

り

で

実

績

を

上

げ

て

お

の
遭
難
の
事
を
誰
か
に
聞
き
、
秘
と
荷
物
を
り
母
が
両
親
で
す
。
そ
の
母
の
言
う

こ

と

を

り

ま

す

。

置
い
て
一
目
散
に
家
に
向
い
ま
し
た
。
私

も

聞

か

ず

心

配

ば

か

り

か

け

て

い

ま

す

。

母

は

ま

だ

、

青

年

部

、

婦

人

部

の

皆

さ

ん

方

は

、

一
緒
に
走
り
家
の
中
へ
入

っ
て
み
る
と
、
多
休
が
少
し
弱
か

っ
た

の

か

よ

く

わ

か

ら

な

い

何

か

行

事

の

あ

る

度

毎

に

必

ら

ず

と

い

っ

て

く
の
人
達
が
い
て
、

二
番

目

の

兄

が

泣

い

て

け

れ

ど

、

病

院

か

ら

の

薬

を

き

ら

す

こ

と

な

い

い

く

ら

い

、
海
難
遺
児
育
英
資
金
に
対
す
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ま
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・
：
・
。
精

一
杯
努
力
し
て
頑
張

つ

っ

て
来
る
の
で
、
不
安
が
な
い
と
い
っ
た
ら

て
行
こ
う
と
心
に
念
じ
て
お
り
ま
す
。
天
国
ウ
ソ
に
な
り
ま
す
。
不
安
で
一
杯
で
す
。
で

の
主
人
に
も
安
心
し
て
皆
を
見
守
っ
て
い
て
も
子
供
も
中
学

・
高
校
と
な
っ
た
ら
少
し
で

下
さ
い
と
、
言
い
た
い
思
い
で
す
。

も
成
長
し
て
く
れ
て
、
母
親
一
人
の
大
変
な

一
番
上
の
子
は
、
来
春
中
学
で
す
。
両
親
姿
を
見
て
き
っ
と
解
っ
て
く
れ
る
と
信
じ
て

が
揃
っ
て
い
て
も
色
々
と
難
し
い
時
期
に
な
一
生
懸
命
育
て
て
い
き
ま
す
。
自
分
よ
り
ま

だ
ま
だ
不
幸
な
人
々
が
世
の
中
に
い
る
の
で

は
と
：
：
・
・
思
い
、
負
け
ら
れ
な
い
と
思
う
気

持
で
頑
張
る
つ
も
り
で
す
。

今
は
亡
き
主
人
に
逢
、
え
る
の
は
残
し
て
い

っ
て
く
れ
た
ビ
デ
オ
で
す
。
子
供
達
が
父
き

ん
に
逢
い
た
い
と
い
っ
た
時
は
、
こ
の
ビ
デ

オ
を
見
せ
て
あ
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

三
年

五
年
と
月
日
が
過
ぎ
、
主
人
の
元
気
な
頃
を

思
い
出
し
た
く
な
っ
た
な
ら
子
供
達
と
一
緒

に
見
た
い
で
す
。
今
は
大
事
に
保
存
し
て
お

き
ま
す
。
人
一
倍
責
任
感
の
強
か
っ
た
主
人
、

子
供
達
を
可
愛
い
が
っ
て
く
れ
た
主
人
、
私

に
優
し
く
し
て
く
れ
た
主
人
、
遠
い
空
の
彼

方
か
ら
家
族
四
人
が
頑
張
っ
て
生
き
て
い
く

の
を
見
守
っ
て
い
て
下
き
い
。
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一

有

明

町

十

七

の

二

（
奨
学
生
家
庭
か
ら
の
便
り
）

O

九
月
二
十
四
日
に
運
動
会
が
あ
り
ま
す
。

体
育
部
長
と
応
援
団
か
け
も
ち
で
、
毎
日

遅
く
ま
で
頑
張
っ
て
お
り
ま
す
（
高
橋
三

千
代
さ
ん
中
一二）。

（鹿
児
島
県
喜
入
町
高
橋
照
美
）

O

夏
休
み
も
終
わ
り
、
三
年
生
最
後
の
思

い
出
の
八
月
二
十
八
日
は
良
い
天
候
に
恵

れ
た
運
動
会
で
し
た
。
本
人
（
米
谷
直
幸

中
三）

は
、
す
っ
か
り
日
焼
け
し
て
、
み
る

み
る
た
く
ま
し
く
な
っ
で
き
ま
し
た
。
あ

と
一
息
頑
張
っ
て
も
ら
い
た
い
で
す
。

（稚
内
市
米
谷
光
子
）

O

四
十
二
日
間
に
わ
た
っ
た
夏
休
み
が
終

わ
り
ま
し
た
。
「
プ

l
ル
納
会
」
で
は
、
二

五
メ
ー
ト
ル
ど
う
に
か
泳
げ
た
と
言
っ
て

喜
ん
で
帰
宅
し
ま
し
た
。
九
月
十
九
日
に

は
秋
季
大
運
動
会
も
あ
り
ま
し
た
。
来
月

は
、
校
外
学
習
で

一
宮
少
年
自
然
の
家
に

一
泊
二
日
で
行
き
ま
す
。
こ
う
し
た
行
事

に
追
わ
れ
、
た
ち
ま
ち

一
ヵ
月
は
過
ぎ
て

し
ま
い
ま
す
（
山
崎
登
子
さ
ん
中
二
、
弟

智
央
君
小
五
）
。
い
よ
い
よ
食
欲
の
秋
で
す
。

皆
さ
ん
も
食
べ
す
ぎ
飲
み
す
ぎ
に
注
意
し

て
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

（
船
橋
市

山
崎
喜
代
子
）

O

お
蔭
様
で
、
高
校
生
活
も
中
程
に
な
り

ま
し
た
（
島
津
大
助
君
）
。
現
在
、
大
学
受

験
に
向
け
て
頑
張
っ
て
お
り
ま
す
。
学
校

で
は
成
績
も
悪
く
あ
り
ま
せ
ん
が
、
東
大

の
壁
は
大
変
で
す
。
模
擬
試
験
で
力
だ
め

し
を
し
て
お
り
ま
す
が
、
理
ー
は
A
判
定

と
か
で
励
み
に
し
勉
強
し
て
い
る
よ
う
で

す。

（岡
山
市
島
津
恵
子
）

O

娘
（
熊
谷
美
樹
さ
ん
中
三
）
は
、
中
休

連
が
終
わ
り
、
高
校
入
試
に
向
け
頑
張
っ

て
お
り
ま
す
。

息
子
（
熊
谷
修
君
高
三
）
は
、
テ
ニ
ス
で

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出
場
が
決
ま
り
ま
し
た
。

ま
た
、
息
子
は
大
学
を
受
験
す
る
予
定
で

勉
強
し
て
お
り
ま
す
。
二
人
と
も
そ
れ
ぞ

れ
頑
張
っ
て
お
り
ま
す
。

（
宮
城
県
気
仙
沼
市

熊
谷
千
恵
子
）



( 2 ) 

苔
貝
申
し
込
み
・
奨
学

金
の
御
寄
付
L

の
お
払

平
成
元
年
七
月
か
ら
九
月
ま
で
の
期
間
に

会
員
の
お
申
し
込
み
を
い
た
だ
き
、
同
時
に

奨
学
資
金
の
御
寄
付
を
賜
わ
っ
た
会
員
の
御

芳
名
を
掲
げ
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

※
御
芳
名

（敬
称
略
）

〔
七
月
〕

マ
黒
木
敏
郎
（東
京
都
杉
並
区
）

マ
今
村
弘
二
（
同
日
野
市
）
マ
七
役
幸
太
郎

（同
足
立
区
）
マ
賎
機
明

（同
練
馬
区
）
マ

秋
谷
重
男

（崎
玉
県
大
宮
市
）
マ
伊
藤
泰
子

（同
新
座
市
）
マ
佐
藤
稔
夫

（千
葉
県
習
志

野
市
）
マ
荒
木
素
子

（千
葉
市
）
マ
静
岡
県

信
漁
連
専
務
山
本
酌
・
同
常
務
磯
部
儀

一
郎

マ
福
井
県
信
漁
連
理
事
山
下
程
次
郎
マ
大
栄

水
産
鮒

〔
八
月
〕

マ
茶
谷
肇
（
東
京
都
世
田
谷
区
）

マ
三
橋
宏
次
（問
中
央
区
）マ
土
屋
八
重

（同

大
田
区
）
マ
京
谷
昭
夫
（
千
葉
県
船
橋
市
）

マ
側
浜
平
漁
業
マ
全
漁
連
常
務
富
田
保
治

・

継
続

・
同
常
務
堀
内
良

一
・
継
続

・
同
常
任

監
事
内
野
雅
之

・
継
続
・
同
常
務
倉
良
昭
・

同
常
務
鈴
木
義

一マ
側
海
外
漁
業
協
力
財
団

専
務
高
橋
博
之

・
継
続

・
同
常
務
森
川
貰

・

継
続

・
同
理
事
本
多
喜
三
郎
・
継
続

・
同
総

務
部
長
九
鬼
隆
正
・
継
続
マ
盛
岡
紀
子
・
継

続
（
育
英
会
職
員）

〔
九
月
〕

マ
岩
木
克
也
・
継
続

（北
海
道

稚
内
市
）
マ
衆
議
院
議
員
岡
田
利
春
マ
全
国

漁
業
共
済
組
合
連
合
会
常
務
石
井
賓
也
マ
柏

村
寿
司
・
継
続

（埼
玉
県
新
座
市
）
マ
刷
漁

業
情
報
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー
丹
羽
昭
彦
マ
太

田
聴

（静
岡
県
伊
東
市
）

よだ
A
Q
一品英＝民

同平成元年10月1日

｜基｜
寸直｜

墨晴｜

釜開
御
寄

の｜付
おIL

ネし

平
成
元
年
三
月
か
ら
九
月
に
か
け
御
寄
付

を
賜
わ
っ
た
方
々
の
御
芳
名
を
掲
げ
、
厚
く

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

※
御
芳
名

（敬
称
略
）

一
、
漁
協
系
統
募
金

（系
統
扱
い

一
般
寄
付

金
を
含
む
。）

〔
七
月
〕

マ
大
島
修
（
北
海
道
）
マ
鹿
児

島
県
マ
ポ
羽
田
浜
子
（
北
海
道
）
マ
岡
本
松
代

第 54号

（島
根
県
）
マ
広
島
県
マ
宗
像
地
区
漁
協
の

共
済
推
進
委
員
会
（
福
岡
県
）マ
ま
す
き
（
大

分
県
）
マ
漁
協
共
済
推
進
全
国
大
会
募
金
箱

（愛
媛
県
）
マ
上
山
君
代
（
和
歌
山
県
）
マ

五
福
商
事
社
長
権
赫
泰

（山
形
県
）
マ
大
和

漁
協
西
田
美
喜
男
・
叙
勲
記
念
（
福
岡
県
）

マ
長
崎
県
マ
中
島
久
義
・
見
舞
返
（富
山
県
）

マ
鳥
取
県
マ
青
森
県
マ
北
海
道
マ
静
岡
県

〔
八
月
〕

マ
全
運
輸
省
労
働
組
合
東
北
海

運
支
部
長
大
宮
勝

（宮
城
県
）
マ
北
海
道
マ

ヤ
マ
ハ
四
国
側
高
松
店
（
香
川
県）

マ
銚
子

市
漁
協
平
山
明
・
退
職
記
念

（千
葉
県
）
マ

木
村
秀
雄

（岡
山
県
）
マ
富
山
県
マ
兵
庫
県

マ
長
崎
県
マ
富
山
県
マ
中
川
蕎
・
香
典
返
（香

川
県
）
マ
愛
媛
県
マ
八
戸
漁
連

（青
森
県
）

マ
宮
城
県

〔
九
月
〕

マ
山
口
県
マ
千
葉
孝
（
宮
城
県
）

マ
上
回
百
合
枝
（
山
口
県
）
マ
北
海
道
マ
広

島
県
マ
沖
縄
県
マ
北
海
道
マ
駿
岡
幹
夫

・
見

舞
返

（鳥
取
県
）
マ
熊
本
県

二
、
一
般
寄
付

〔
三
月
〕

マ
小
林
誠

（東
京
都
台
東
区
）

マ
永
橋
和
雄

（東
京
都
世
田
谷
区
）
マ
木
村

か
祢

（
東
京
都
渋
谷
区
）
マ
蓑
島
正

一
（
横

浜
市
）
マ
国
洋
海
運
鮒
ス
カ
ン
ジ
ナ
ビ
ア
ン

ハ
イ
ウ
ェ
イ
船
長
他
乗
組
員

一
同

（全
日
海

神
戸
地
方
支
部
経
由
）
マ
小
野
貞
（
大
分
市
）

マ
大
成
機
油
側
取
締
役
社
長
中
村
篤
マ
春
田

孝
二
郎

（
東
京
都
文
京
区
）
マ
田
中
海
運
側

代
表
取
締
役
田
中
秀
昭
マ
上
回
都
美
（
東
京

都
荒
川
区
）
マ
中
山
筆
子

（神
奈
川
県
藤
沢

市
）
マ
三
浦
市
観
光
協
会
マ
竹
中
常
夫

（長

崎
市
）
マ
生
田
目
弥
寿

（東
京
都
調
布
市
）

マ
三
保
海
事
側
代
表
取
締
役
平
野
三
郎
マ
匿

名
（
福
岡
市
）
マ
共
水
連
会
長
理
事
伊
東
正

義
マ
川
崎
魚
市
場
側
代
表
取
締
役
社
長
小
笠

原
喜
久
マ
近
藤
和
子

・
香
典
返

（
大
洋
漁
業

副
社
長
故
近
藤
有
信
）
マ
匿
名

（大
阪
府
箕

面
市
）
マ
全
国
底
曳
網
漁
業
連
合
会
マ
凶
日

本
ト
？
i

ル
底
魚
協
会
マ
佐
藤
和
也

（東
京

都
目
黒
区
）
マ
全
水
加
工
連
マ
小
林
誠

（東

京
都
台
東
区
）
マ
東
和
水
産
側
代
表
取
締
役

社
長
牛
山
徳
二
郎
マ
飯
村
久
子
（
千
葉
県
野

田
市
）
マ
手
島
敏
弘

（鳥
取
県
境
港
市
）

〔
四
月
〕

マ
小
林
正
弘
（
千
葉
県
船
橋
市
）
マ

匿
名
（
東
京
都
品
川
区
）マ
全
水
加
工
連
マ
中

島
け
い
子
（
神
奈
川
県
藤
沢
市
）
マ
漁
船
保

険
中
央
会
会
長
理
事
山
中
貞
則
マ
篠
崎
セ
ウ

コ
（
東
京
都
文
京
区
）
マ
水
産
庁
研
究
部
長

室募金箱マ春田孝二郎（東京都文京区）

マ中山筆子（神奈川県藤沢市）マ共水

連愛媛大会マ匿名（神奈川県平塚市）

マ木村か祢（東京都渋谷区）マ鴨川愛

子・香典返（茨城県鹿島町）マ吉岡里美

（新潟県糸魚川市）マ高津日出夫（茨

城県つくば市）マ高橋圭介（千葉県鎌

ケ谷市）マ茨城県三浜漁携長会会長菊

本義一マ三橋玉枝・香典返（静岡市）

マ林正之・由貴子（岐阜市）マ鈴木良

三（千葉県船橋市）マ上回都美（東京

都荒川区）マ宮沢賢治の童話を聞く会

（東京都新宿区）マ高橋シヅ（東京都

豊島区）マ共水連副会長杉森晋・快気

祝マ漁船協会副会長工藤荘一・快気祝

マ亀田静枝（東京都町田市）マ匿名（福

岡市）マ川崎魚市場側代表取締役社長

小笠原喜久

〔五月〕マ中島洗（東京都府中市）

マ匿名（東京都千代田区）マ高津日出

夫（茨城県つくば市）マ大森和子（茨

城県伊奈町）マ下関唐戸魚市場側社長

小野英雄マ木村か祢（東京都渋谷区）

マバロン丸山募金箱マ大島みぎわ（東

京都杉並区）マ鈴木良三（千葉県船橋

市）マ春田孝二郎（東京都文京区）マ

小林誠（東京都台東区）マ石井宏（千

葉県船橋市）マ中山筆子（神奈川県藤

沢市）マ大森和子（茨城県伊奈町）マ

飯村久子（千葉県野田市）マ竹中常夫

（長崎市）マ東邦石油側（福岡市）マ

池田正二（北九州市）マ山上義人（京

都府亀岡市）マ上回都美（東京都荒川

区）マ太田憲治（大阪府守口市）マ高

橋圭介（千葉県鎌ヶ谷市）マ小西英之

（京都市）マ森脇喜代三（東京都練馬

区）マ新納礼子（東京都狛江市）マ指

幸子（東京都板橋区）マ九州漁業調整

事務所発足十周年パーティ（福岡市）

マ川崎魚市場側代表取締役社長小笠原

喜久マ佐藤治子（岩手県盛岡市）マ匿

名（福岡市）マ回全国漁港協会会長理

事矢野照重マ鬼漂樽佑（横浜市）

〔六月〕マ匿名（東京都品川区）マ

生田目弥寿（東京都調布市）マ春田孝

二郎（東京都文京区）マ榎本みつ校（東

京都東大和市）マ鈴木良三（千葉県船

橋市）マ棒・内由美子（千葉県市川市）
マ橋本孝繕〈神奈川県相模原市〉マ木

県名
学資給与奨学生 奨学金貸

合計
平成冗年度第 2回新規採用者

幼児小学生中学生小計 与奨学生 幼児 小学生 中学生 高校生 メロ弘、5ロ＇t
北海道 6 53 58(2) 117(2) 31 148(2) 
青 森 10 47 42(3) 99(3) 16 115(3) 2 3 
石凶 手 9 46 39 94 15 109 1 
呂 城 3 24 46(3) 73(3) 27 100{3) 1 
秋 田 5 7 12 2 14 
山 青3 3 8 11 2 13 
福 島 2 11 14 27 5 32 
茨 城 2 2 4 2 6 
栃 木 2 2 
干 葉 1 11 2 14 1 15 
東 庁、

神奈川 3 1 4 2 6 
新 潟 4 5 9 10 
富 山 2 2 4 5 
石 Jlj 14 14 28 3 31 
福 井 1 1 2 4 6 
静 岡 3 4 7 7 
霊 知 2 4 3 9 7 16 

重 9 7 16 5 21 
,?, 書店 5 5 3 8 1 
大 阪 1 3 4 1 5 
兵 庫 2 11 9(1) 22(1) 4 26(1) 
和歌山 1 4 2 6 4 10 
鳥 取 11 4 16 3 19 
島 キ艮 2 10 15 27 8 35 
岡 山 7 3 10 2 12 
広 島 7 2 10 1 11 
山 口 14 21(1) 36(1) 16 52(1) 1 1 2 
香 !II 2 3 5 3 8 
徳 島 4 5 9 3 12 
霊 媛 3 11 21 2 23 1 1 
高 知 1 8 12 21 5 26 
福 同 3 19 15 37 10 47 1 1 
福岡県有明海 2 2 3 5 
佐賀県玄海 2 2 1 3 
佐賀県有明海 2 2 4 4 
長 崎 3 20 34 57 21 78 1 1 1 1 4 
大 分 5 19 16 40 4 44 
熊 本 1 6(1) 7(1) 7(1) 
宮 崎 2 14 10 26 5 31 
鹿児島 3 12 13 28 7 35 
沖 縄 10 7 17 4 21 1 1 
ι ロ 5十 58 427 457(11) 942(!!) 236 l, 178(!!) 4 5 4 2 15 

村
か
祢

（
東
京
都
渋
谷
区
）
マ
中
山
筆
子
（神

奈
川
県
藤
沢
市
）
マ
水
産
庁
O
B
清
水
茂
子

マ
飯
村
久
子
（
千
葉
県
野
田
市
）マ
海
文
堂
出

版
刷
マ
照
宝
漁
業
側
・
ス
ナ
ッ
ク
「
ジ
ュ
エ

ル
」
大
西
久
美
子
（
全
日
海
釧
路
支
部
経
由
）

マ
制
漁
業
情
報
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー
常
務
理

事
佐
藤
紀
三
男
マ
仲
淳

一
郎

（東
京
都
品
川

区
）
マ
中
島
け
い
子
（
神
奈
川
県
藤
沢
市
）

マ
高
橋
圭
介

（
千
葉
県
鎌
ヶ
谷
市
）
マ
五
弓

徹
（
兵
庫
県
伊
丹
市
）
マ
東
京
築
地
中
央
市

場
福
祉
報
徳
会
マ
山
上
義
人
（
京
都
府
亀
岡

市
）
マ
小
林
誠

（東
京
都
台
東
区
）
マ
上
回

都
美

（東
京
都
荒
川
区
）
マ
漬
田
漁
業
側
代

表
取
締
役
漬
田
康
永
マ
全
日
海
安
全
福
祉
部

マ
漁
済
連
中
村
洋

一
・
香
典
返
マ
林
由
貴
子

（岐
阜
市
）
マ
漬
井
ツ
ル
（
横
浜
市
）
マ
川

崎
魚
市
場
側
代
表
取
締
役
社
長
小
笠
原
喜
久

マ
匿
名
（
東
京
都
品
川
区
）

マ
十
字
屋
商
店

取
締
役
社
長
本
多
伸
治
・
香
典
返
マ
山
崎
美

代
（
東
京
都
品
川
区

・
全
漁
連
O
B
）
マ
佐

藤
治
子
（
岩
手
県
盛
岡
市
）
マ
匿
名
（
福
岡

市
）
マ
ム
サ
シ
ノ

一
灯
会
マ
広
島
県
漁
船
保

険
組
合
常
勤
役
職
員

一
同

〔
七
月
〕

マ
狭
山
市
鮮
魚
商
組
合

（日
刊

食
料
新
聞
経
由
）
マ
久
保
建
彦
・香
典
返
（
回
日

本
栽
培
漁
業
協
会
西
日
本
支
部
経
由
）マ
竹
中

（平成元年 9月末現在）

都道府県別奨学生数

常
夫
（
長
崎
市
）
マ
高
津
日
出
夫
（
茨
城
県
つ
く

ば
市
）
マ
佐
藤
弘
（
長
野
県
上
田
市
）
マ
尾
崎
忠

士
（
埼
玉
県
浦
和
市
）
マ
鈴
木
良
三
（
千
葉
県

船
橋
市
）
マ
中
山
筆
子
（
神
奈
川
県
藤
沢
市
）

嶋
田
久
美
子
（
東
京
都
多
摩
市
）
マ
松
本
和

義

（東
京
都
大
田
区
）
マ
脇
田
修
治
（
和
歌

山
市
）
マ
バ
ロ
ン
丸
山
募
金
箱
マ
木
村
か
祢

（東
京
都
渋
谷
区
）
マ
野
中
千
代
乃
（
横
浜

市
）
マ
太
平
洋
証
券
鮒
募
金
箱
マ
上
回
都
美

（
東
京
都
荒
川
区
）
マ
側
フ
ィ
ス

コ
マ
岡
本

千
歳
・
須
志
原
忍
・
河
野
真
美
子
（
愛
知
県

三
好
町
）
マ
富
田
武
司

（
京
都
市
）
マ
全

国
海
友
婦
人
会
三
崎
支
部
マ
室
井
溶
子

（東

京
都
練
馬
区
）
マ
海
友
婦
人
会
羽
島
支
部
枇

櫛
け
い
子
マ
市
川
佳
子

（
横
浜
市
）
マ
飯
村

久
子
（
千
葉
県
野
田
市
）
マ
高
橋
圭
介

（千

葉
県
鎌
ヶ
谷
市
）
マ
丹
和
子

（愛
媛
県
新
居

浜
市
）
マ
今
泉
静
江

（栃
木
県
宇
都
宮
市
）

マ
川
崎
魚
市
場
側
代
表
取
締
役
社
長
小
笠
原

喜
久
マ
全
日
本
実
業
団
ボ

l
ド
セ
イ
リ
ン
グ

連
盟
マ
匿
名
（
福
岡
市
）
マ
佐
藤
治
子
（
岩

手
県
盛
岡
市
）
マ
中
島
け
い
子
（
神
奈
川
県

藤
沢
市
）
マ
大
川
礼
三
（
神
奈
川
県
海
老
名

市）

マ
全
日
海
三
崎
支
部
長
金
森
洋
輔
マ
増

谷
祐
郎

・
香
典
返
（
温
水
養
魚
開
発
協
会
経

由
）
マ
シ
ル
バ
ー
フ
ェ
リ
ー
制
大
和
田
規
（全

日
海
八
戸
支
部
経
由
）

〔
八
月
〕

マ
第
羽
田
全
水
商
連
北
海
道
大

会
マ
川
田
文
代
（
社
会
福
祉
法
人
朝
日
新
聞

東
京
厚
生
文
化
事
業
団
経
由
）
マ
植
木
良
枝

（故
日
水
植
木
常
務
香
典
返
）
マ
橋
本
良
子

（大
阪
府
吹
田
市
）
マ
高
津
日
出
夫
（
茨
城

県
つ
く
ば
市
）
マ
側
石
巻
製
鋼
所
社
長
津
田

亀
寿
マ
匿
名
（
東
京
都
品
川
区
）
マ
小
林
誠

（
東
京
都
台
東
区
）
マ
長
浜
多
美
（
栃
木
県

宇
都
宮
市
）
マ
木
村
か
祢
（
東
京
都
渋
谷
区
）

マ
指
幸
子
（
東
京
都
板
橋
区
）
マ
中
山
筆
子

（
神
奈
川
県
藤
沢
市
）
マ
日
本
栽
培
協
会
理

事
長
恩
田
幸
雄
・
香
典
返
マ
鈴
木
良
三
（
千

葉
県
船
橋
市
）
マ
ニ
チ
モ
ウ
鮒
マ
全
日
海
九

州
関
門
地
方
支
部
マ
上
回
都
美

（
東
京
都
荒

川
区
）
マ
竹
中
常
夫

（
長
崎
市
）
マ
川
崎
魚

市
場
側
代
表
取
締
役
社
長
小
笠
原
喜
久
マ
匿

名
（
福
岡
市
）

〔
九
月
〕

マ
佐
藤
治
子
（岩
手
県
盛
岡
市
）

マ
福
宝
水
産
側
代
表
取
締
役
高
村
紀

一
一〉匿

名
（
東
京
都
品
川
区
）
マ
永
橋
和
雄
（
東
京

都
世
田
谷
区
）
マ
生
田
目
弥
寿
（
東
京
都
調

布
市
）
マ
鮒
お
ざ
喜
代
表
取
締
役
尾
崎
泰
ニ

マ
豊
田
幸
雄

（静
岡
県
湖
西
市
）
マ
中
山
筆

子
（
神
奈
川
県
藤
沢
市
）
マ
鈴
木
良
三
（
千

葉
県
船
橋
市
）

（
次
号
に
つ
づ
く
））内は特殊児で内数である。（注）学資給与奨学生の（




